
Ⅳ 指導に当たって大切なこと 
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合理的配慮の考え方 
 

(1) 合理的配慮とは 

 合理的配慮とは、障がいがあることによって生じる困りごとの解消や軽減に向けて、

社会全体で必要な対応をしていこうという考え方であり、障がいのある子供が、他の子

供と平等に教育を受けたり、社会生活に平等に参加したりできるように、一人一人の特

徴や場面に応じて生じる困難を取り除くための調整や変更のことです。合理的配慮は個

別に必要とされるものであり、「学校の設置者及び、学校に対して、体制面、財政面に

おいて、均衡を失した又は過度の負担を課さないもの」と定義されています。 

         ※合理的配慮の否定は、障がいを理由とする差別に含まれることに留意が必要です。 

         ※合理的配慮の提供は、公共機関においては努力義務から法的義務へと改められています。 

 

(2) 合理的配慮の提供に至るまでのポイント 

 書くことが苦手な子供の保護者から合理的配慮の希望があった際の対応の例を基に、

ポイントを整理します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   
 
インクルＤＢは、「合理的配慮」に関する実践事例の検索や、イ 

ンクルーシブ教育システム構築の相談及び関連する様々な情報収 
集をすることができます。 

Ⅳ−７ 

先生。うちの子は、書字障がいがあるため授業時間中に
ノートを書き終わらずに困っています。そこで、ノートに
書く代わりに、タブレット端末で黒板の写真を撮らせても
らうことはできませんか？ 

校内委員会等による検討 

 学校としては、まず、キーワードだけ書くことができるよう
にワークシートを用意してはどうかと考えました。 
 まず、この方法を試して、改善されなければ、板書を写真に
撮るなど、別の方法も検討していくのはいかがですか？ 

前向きに検討していただいてありがとうございます。 
まずは、そのようにしてください。 

保護者 

保護者 

教師 

教師 

教師 

〈ポイント②〉 
 学校として検討す
ること。 

〈ポイント④〉 
 一方的ではなく、
合意を形成しようと
すること。 

〈ポイント⑤〉 
 合理的配慮は個別の教育支援計
画に記入するようにします。 

〈ポイント③〉 
 合理的配慮の妥当性や関係者間の
意見が一致しない場合は、市町村教
育委員会が設置する教育支援委員会
の助言を受けることができます。 

確かに、途中に写真に撮って記録することで、書くことへの負
担は軽減されそうですね。まず、他の教科の状況や、困っている
原因を確認して、今度、先生たちで対策を検討しますね。 

 分かりました。では、このことを個別の
教育支援計画にも記載しておきますね。 

〈ポイント①〉 
 保護者の考え
を、受け止める
こと。 

データベースから合理的配慮に係る事例の検索ができます！ 

http://inclusive.nise.go.jp/?msclkid=9a23b42baafd11ecb201d98c1b3e4f16
http://inclusive.nise.go.jp/?msclkid=9a23b42baafd11ecb201d98c1b3e4f16

